
【別添資料1】 看護学部看護学科教育課程概念図 2

【別添資料2】
カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーおよびアドミッション・ポリ
シーとの相関関係図

3

【別添資料3】
特別支援学校に在籍する医療的ケアが必要な幼児児童生徒等の数
の推移

4

審査意見への対応を記載した書類（6月）　別添資料 目次

審査意見(6月)（資料）　－1－



アドミッション・ポリシー
（入学者受入の方針）

カリキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施の方針) ディプロマ・ポリシー
（卒業認定・学位授与の方針）

養成する人材像

豊かな⼈間性を育むとともに、看護の実践に
必要な基礎的知識と能⼒を持ち、地域で⽣
活する⼈々の健康を考え、地域包括ケアシ
ステムと多職種連携を理解し地域社会に貢
献できる看護職⼈材の育成

ア、「読む、考える、書く、聴く、発⾔する」能⼒を修得するとともに、幅広い教養、専⾨知識と⾼い倫理観を涵養するために、
⼤学共通科⽬、専⾨科⽬（基礎分野）及び専⾨科⽬（専⾨分野）を全学年にわたり、バランスよく配置する。

ア、⼈の⽴場に⽴って考え⾏動する
⾼い倫理観と共感性を備え 、看
護学の科学的知識と実践能⼒を
持ち、⾃律して看護を実践し看
護学の発展に寄与することができ
る。

看護の実践に必要な基礎
的・専⾨的知識と技術や態
度を理解し、⾃律して看護実
践を⾏うことができるとともに、
⽣活する⼈々の多様な健康
課題を理解し、⾼度な医療に
必要な技術と⽀援を探求でき
る⼈材、さらに今後、変化する
社会が要請する⼈々への⽀
援と包括ケアシステムや多職
種連携の必要性を考え、地
域社会に貢献できる看護職
者を養成する。

イ、課題に対する探求する⼒を養うとともに、各領域の看護技術や知識の修得を図り、併せてコミュニケーション能⼒やプレゼンテーション能
⼒を養う。

ア、看護学を学ぶために必要な基礎学⼒を
⾝に着け、論理的に考え他者に伝えること
のできる⼈。

イ、⼈間を全⼈的に理解し、科学的
思考に基づき多様な健康レベル
にある⼈々の健康問題を解決す
る判断⼒を有し、看護職を⽬指
す者として使命感を持ち役割を
果たすことができる。

ウ、地域の特徴とそこに居住する様々な世代の⼈々の⽣活と地域包括ケアシステムを理解し、臨床や在宅、⽣活の場における健康課題と
予防的視点を含む看護⽀援について探求する。

イ、看護学と看護実践能⼒を学ぶ主体性を
持ち、多様な⼈々と協働して学び続けよう
とする意欲を持つ⼈。 ⼤学共通科⽬

英語基礎Ⅰ
現代倫理
化学
⽣物
⽣命倫理
⼈⽂・社会・保健体育系科⽬ 等

専⾨科⽬（基礎分野）
⼈体の構造と機能
病理学
⽣化学
病原微⽣物と感染 等

専⾨科⽬（専⾨分野）
看護学概論Ⅰ・Ⅱ
基礎看護学⽅法論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

地域健康探索論Ⅰ・Ⅱ
地域健康探索論演習 等

専⾨科⽬（基礎分野）
疾病治療論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
公衆衛⽣学等

専⾨科⽬（専⾨分野）
成⼈看護学
⽼年看護学
地域・在宅看護学
精神看護学
⺟性看護学
⼩児看護学

の概論・援助論・援助⽅法論

公衆衛⽣看護学概論 等

専⾨科⽬（専⾨分野）
成⼈看護学実習
⽼年看護学実習
地域・在宅看護学実習
精神看護学実習
⺟性看護学実習
⼩児看護学実習
家族相談援助論
災害看護論
がん看護学
看護マネジメント論
看護の統合と実践実習
等

専⾨科⽬（専⾨分野）
地域包括ケア論
多職種連携チームケア論
看護倫理
卒業研究Ⅰ・Ⅱ
地域健康探索展開論
国際看護論
ウイメンズヘルス論
緩和ケア論
看護教育学
精神保健論 等

ウ、地域の特徴や地域で⽣活する
様々な世代の⼈々の健康課題
を理解し、また他の医療専⾨職
者と協働して健康課題を持つ
⼈々への看護⽀援ができる。

ウ、⾃⾝と他者を⼤切に思い、地域で⽣活す
る様々な世代の⼈々の⽣活と健康につい
て関⼼を持ち、看護の知識と技術を学ぶ
ことができる⼈。

教
育
課
程
の
区
分

大学共通科目 専門科目（基礎分野） 専門科目（専門分野）

人間と生活・社会の理解、

科学的思考の基盤、健康

とスポーツ、AI・データ

リテラシー

人体の構造と機能、疾病の成

り立ちと回復の促進、健康支

援と社会保証精度

基礎看護学、老年看護学、地域・在宅看護学、

精神看護学、母性看護学、小児看護学、

公衆衛生看護学、看護の統合と実践

看護学部看護学科（仮称）教育課程概念図

1年次（51科⽬88単位） 2年次（34科⽬55単位） 3年次（15科⽬29単位） 4年次（13科⽬20単位）
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【看護師】 →
⼤学病院、 ⼀般病院、
国公⽴病院

【保健師】 → 公務員

【多様な進路】 → 医療
関連企業、福祉施設、
障がい者施設、訪問看
護ステーション、介護⽼
⼈保健施設

卒業後進路

国家試験対策

看護師国家試験

⻘⾊ DP、CPおよびAPの ア に対応する科⽬
緑⾊ DP、CPおよびAPの イ に対応する科⽬
橙⾊ DP、CPおよびAPの ウ に対応する科⽬
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看護学部看護学科（仮称）におけるカリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシー、およびアドミッション・ポリシーとの相関関係図

ア. 確かな専⾨性
1.確かな専⾨性を磨くための幅広い教養やスキルを⾝につけている。
2.専⾨に関わる確かな知識・技能、職業理解を⾝につけている。
3.知識・技能を実践の中で応⽤することができる。

ア.

イ. 社会で実践する⼒（汎⽤的な⼒）
4.論理的に考え、課題を明らかにすることができる。(課題発⾒)
5.豊かな発想⼒によって、未知の課題にも創造的に取り組むことができる。(企画・⽴案)
6.主体性を持ち、積極的に⾏動することができる。(⾏動・実践)
7.困難な課題にも挑み、最後までやりとげることができる。(完遂)

イ.

ウ. 協働できる素養（汎⽤的な⼒）
8.他者の意⾒をよく聴き、⾃⼰の意図を正確に伝えることができる。
9.集団やチームの中で固有の役割を果たすことができる。

ウ.

エ. 忠恕の⼼
10.常に誠をつくし、ひとの⽴場に⽴って、考え⾏動することができる。

ア. 教育課程の編成
⼤学共通科⽬と専⾨科⽬で構成。⼤学共通科⽬︓初年次科⽬・外国語科⽬・教養 科⽬・キャリア科⽬があり、⼤学での学びの

基礎、社会⼈としての基本的な能⼒、⼈間 性、⾃⼰を取り巻く環境に対する関⼼や理解⼒、職業意識、社会⼈としての職業上の
適性・能⼒を⾝につける。専⾨科⽬では、各学部の専⾨性に応じてバランスよく講義や、演習、実習を配置し、系統的な教育課程
の編成を⾏う。

ア.

イ. 教育⽅法の特⾊
講義、演習、実習から構成。すべての授業においてアクティブラーニングを進める。講義では、教員と学⽣、学⽣同⼠の双⽅向のや

り取りを重視した授業を展開。演習・実習では、社会の⼈々との関わりの中で学びを深めていく授業、実際の社会で起きている様々
な課題の解決に取り組む授業などを展開。

イ.

ウ. 学修成果と評価
 授業科⽬ごとにシラバスにおいて養うべき⼒、到達⽬標、成績評価の観点と⽅法、尺度を明記し、客観的に学修成果を測り、評
価。

ウ.

1. 関⼼・意欲
⼤阪成蹊⼤学の建学の精神とそれに基づく教育⽬的を理解し、「⼈間⼒」を備えた⼈に成⻑しようという意欲を持っている。

ア.

2. 知識・技能
⾼等学校で履修する教科について、内容を理解し、基本的な知識を⾝につけている。 イ.

3. 思考・判断・表現
他者の意図を適切に理解し、⾃分の考えをわかりやすく表現することができる。 ウ.

4. 主体性を持って多様な⼈々と協働して学ぶ態度
多様な⼈々とも協働しながら、主体的に学びを深めていこうという態度を⾝につけている。

カリキュラム・ポリシーとディプロ
マ・ポリシー、およびアドミッション・
ポリシーの対応する項⽬をそれぞ
れ以下の⾊で⽰す。

「確かな専⾨性」、「社会で実践する⼒」、「協働できる素養」、「忠恕の⼼」を⾝につけた学⽣に対し、社会で活躍できる「⼈間⼒」を備えたものとみなし、学⼠の学位を授与。
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「読む、考える、書く、聴く、発⾔する」能⼒を修得するとともに、幅広い教養、専⾨知識と⾼い倫理観を涵養するために、⼤
学共通科⽬、専⾨科⽬（基礎分野）及び専⾨科⽬（専⾨分野）を全学年にわたり、バランスよく配置する。

課題に対する探求⼒を養うとともに、各領域の看護技術や知識の修得を図り、併せてコミュニケーション能⼒やプレゼンテーショ
ン能⼒を養う。

地域の特徴とそこに居住する様々な世代の⼈々の⽣活と地域包括ケアシステムを理解し、臨床や在宅、⽣活の場における健
康課題と予防的観点を含む看護⽀援について探求する。

看護学を学ぶために必要な基礎学⼒を⾝に着け、論理的に考え他者に伝えることのできる⼈

看護学と看護実践能⼒を学ぶ主体性を持ち、多様な⼈々と協働して学び続けようとする意欲を持つ⼈

⾃⾝と他者を⼤切に思い、地域で⽣活する様々な世代の⼈々の⽣活と健康について関 ⼼を持ち、看護の知識と技術を学
ぶことができる⼈

学部⼤学

⼈の⽴場に⽴って考え⾏動する⾼い倫理観と共感性を備え 、看護学の科学的知識と実践能⼒を持ち、⾃律して看護を
実践し看護学の発展に寄与することができる

⼈間を全⼈的に理解し、科学的思考に基づき多様な健康レベルにある⼈々の健康問題を解決する判断⼒を有し、看護
職を⽬指す者として使命感を持ち役割を果たすことができる

地域の特徴や地域で⽣活する様々な世代の⼈々の健康課題を理解し、また他の医療専⾨職者と協働して健康課題を
持つ⼈々への看護⽀援ができる
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看護学部看護学科(仮称)のディプロマ・ポリシーに基づく能⼒を⾝につけ、「⼤学学則」に基づく授業単位および単位
数の修得等の規定要件を満たした学⽣に対しては卒業を認定し、学⼠(看護学)の学位を授与。
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